
定款改正について   

本′、㌣会では，現在定款の改1Ⅰ三に取り組んでいます．トたる収11ニノ∴（は以卜の過りです．   

まず，代議艮制度の導人です．現在の定款では，一芋会の民子去卜の朴iiは」l三全土iと紆誉会出で構成されて  

おり，社員の意思決定機関である総会の定足数は祉Hの過、ド数とされています．実際に総会にH席される  

≧ 会員は新mの役鉦と1（）紆程度の1L会貢・名誉会£け，伐り甲州こよる代理甘酢というのが′夫状です ㌔  
そこで，美状にあわせ，多くの！、iJ：協会が採川している代．掛目制をや人し，総会の開催を＝滑化し，仰せて  

一意思、決定の迅速化をLツlろうというのが，改l卜の趣旨です．代議日脚」に移行しますと，′、ト会の民法卜の神目  

§ は役貞と代議員になり，総会の定足数は代議H・役財過’ド数となります．1仁飢i・名誉会Hは総会の構  
成Hではなくなりますが，総会にH席し，意見を述べる権利は保持されます．代議上iの数は70名とし，  

25名は正会£い名誉会去iの選挙により遅日，約25名は支部から選＝（現在は29名），残りは会人指名に  

よって避．■tけることとしました．この代議艮の選甘．法は規子i・の証．満目のそれを臍襲したものです．   
次に．沖議員会制度の廃l卜です．現れ．沖議H会は会長の諮問機関として，総会案什を検．汁したり，求愛  

事∫如こ関する宥議を＝▲ってきましたが，代議貢制の深川により，総会そのものが．沖議H会の機能を含むこ  

とになりますので，組織の簡略化を図り，一汁議貢会を廃止することにしたものです．   
最後に，総会の開催峠期を1ヶJ川占iを持たせ，51J対1まで（会計年度終イ後3ヶ‖以内）に開催すれ  

ばよい，ということにしました．これにより，たとえば、；：‥仝の春季研究発表会が5＝小に行われる場合は  

研究発表会の会場で総会を開催することにより，代議H，1仁会主i・名誉会主とが廿用fしやすくなるというメ  

§リソトも得られます．その他，．制‖については下に新m対応豪を掲載しますので，ご－㍍ください．  
≧   この改1仁案は9JJの理事会で承認され，現れは文部杵、；圭省と折衝中です．最終案は水牛の総会に提出さ  
れる予定です．会貢からのご意見をお待ちします．ご恩兄をお持ちのノバま■出御‖1，あるいは庶務捏斗牲・li  
までお寄せください．  

庶務理や 片＝】降仁，逆瀬川浩孝  

●定款対照表   

卜線は変更箇所  

規  款  款  

節1章 総  則  

（名称）  

第1条  この法人は，社用法人Il本オペレーショ  

ンズ・リサーチ′一汁会といい，外川に対し  

てはTheOperations ResearchSociety  

ofJapanという．  

（事務所）  

第2条  この法人は，■l主務所を東京者l；文京区弥隼  

2J▲l14番16り・′、ト会センタービルl勺に  

おく．  

（支部）  

第3発 このは八は，理■紆会の議決を経て必安の  

地に文部を叢くことができる．  

第2章l川勺および二■ii業  

（‖的）  

第4条 この法人は，オペレーションズ・リサー  

チの研究および応川を促進し，会日和〟  

および海外との情報交換をはかるととも  

に，オペレーションズ・リサーチ・ワー  

カーの職業的能力の向卜と，そグ）権威の  

碓l†：をはかり，オペレーションズ・リサ  

ーチの進歩と発達に貢献することを‖的  

とする．  

（事業）  

第5条 この法人は，前条の‖的を達成するため  
に次の事業を行う．  

1）研究発表会および講演会の阻催  

節1キ上 総  則  

（名称）  

第1条 変更なし  

（し■軒隠所）  

第2条 変更なし  

（支部）  

第3条 変更なし  

第2せ ‖1与および幸業  

（llrlくノ）  

第4条 変更なし  

（■li業）  

第5条 変更なし  
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款  ′銑  

2）一、；ご‥会．さ一1ミ，研究鍼71∴l；二その他資料のtニーj行  

こう）内外の閻池′、ト協会との連絡烏よび協力  

4）研究および胡杏  
5）研究の奨励および研究業績の衣彰  

6）その他＝的を速成するために必栗な■ド業  

弟3・丁立 会  

（会ぃの相知，会費）  

弟6条  この法人の公⊥iの不・軒別を次の過りとす  

る．1卜仝iiおよび名誉会ぃを∴ 上鳥去トク）  

弟3・ゝ；～一三  会  

（会＝の種類，会費）  

弟6条 この子去八の会ぃの椰別を次の泊りとす  

る．  

1）l仁会iと 以卜Ilijじ  社廿とする．   

1）l巨合＝ オペレーションズ・リサーチの  

研究または美施にl牲じ、を持つ佃  

八で，別に⊥める会明を納める  

省とする．  
2）′、jキ／巨全日 オペレーションズ・リサーチ  

の研修に努めている一、iご二／巨で，別  

に定める会費を納める苫とす  

る．、；ニソトは卒業と同時にl’I動的  

に直会＝となる．  

3）㌍助会引 この法人の＝的に代目し，そ  
の車業を後接し，別に⊥める会  

棋 ▲lけ1卜を約める仙八，法人  

および卜J・1休とする．  

4）紆誉会＝ この法八に功′芳ク）あ一Jた名■お  

よび広くオペレーションズ・リ  

サーチ′、；ご：会に1札連ある分野にお  

ける′、告識新雄針肴て叩㌣車会の推俄  

にもとづき総会の／軋認を経たも  

ク）とする．γ誉会亡iは会電l？を納  

めることを必要としない．  

（入会申込）  

弟7来 会iいこなろうとする苫は，別に⊥める人  

会令に会費を添えて入会申込書を†是＝  

し，理車会の／軋認を′受けなければなんな  

し1  

弟バ条 通イJ先が外国の苫の入会令および会畑こ  

ついては，細則で定める．  

弟9来 会＝は，この法人が刊行する機胤；一Lおよ  

び資料の優先的耽≠を′受けることができ  

る．  

（賛梧の喪失）  

弟1（）来 会Hは次の車11Iによって資格を喪失す  

る．  

1）退会  

2）禁清正および準禁清正の′－▲i：7t～  

こり 死L，火び二王′■■i：；l～  

4）掠れ  

弟11条 会＝で退会しようとする苫は，理由を付  

して退会届を堤‖し，理車会のノ軋認を受  
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款  ．j・こ＼  

けるものとする．  

弟12条 会£iが次のり▲の－・つに．該、Ilするときは，  

理車会の決．㈲こより除名することができ  

る．  

1）会費を滞納したとき  

2）この法人の会Hとしての義務に違反した  

とき  

3）この法人の紆誉を傷つけまたはこのは八  

の‖的にノ叉する行わのあったとき  

弟13条 既納の会費は，いかなる理由があっても  

これを返還しない．  

弟4章 役目，旦透基および職＝  

（役目の種類）  

第14条 この法人に，次の役＝をおく．  

1）理■li12名＝」」6名以内（うち会長1  

名，副会長2ないし3名）  

2）監■壬i2れ  

（役目の選川）  

弟15条 理車および監車は，総会において神目の  

lいから選付する．  

（役目の什務）  

弟16条 会kは，この法人の業務を総理し，この  

法人を代豪する．  

2．朝会長は，会長を補佐し，会長に■li．牧あ  

るとき，または欠けたときは，会kがあ  

らかじめ才汚名した順けによ一）てその職務  

を代目・する．  

範17条 理車は，件■拉会を組織し，この定款に定  

めるもののほか，総会の決議：■恒頃日外の  

■匝頃を決議し執行する．  

弟18条 監車は，民法59条の職務を行なう．  

第13条 規行の第12条にItりじ  

1）会費を1隼以仁滞納したとき  

節14条 規行の弟13条に同じ  

弟4章＋役目，廷避退 および職呈1  
（役目の柿類）  

第15条 現寺i・の第14条にIiりじ  

（役目の遅日）  

弟16条Jl叫りiよび監■liは，総会において  

旦左 一 

（役目の作務）  

第17条＋現行の節16条にl■i＝ニ  

刷
冊
 
 第18条 規行の第17条にIiijじ  

弟19条 監－1iは，この法人の業務および財産に関  

し次の各ゝ；一に規程する職楷を行なう  

l）は八の財確の状況を監査すること  

2）理車の業務遂行の状況を監査すること  

3）財藻の状況又は業綺の執行についてイく整  

の車夫を発見した畔はこれを理事会，総  

会又は文部科サ人いに糀てl㌻すること  

4）li；＝j▲の幸は；liをするため必要があるとき  

は，理車会または総会を招集すること  

（代議Ⅲ  

第2（）条 この法人に土塁塾生をおく．  

2 代議員の定数は50紆以上70名以内とす  

第19条 この法人に逆通史をおく．  

2．情義員の定員は，7（）名以内とする．  

3．狛溝貢は，総会において埜虫の■いから，  

選任する．  

る．  

3 代議去iは総会において，正会Hまたは名   
豊全英の小から適作する．  

4 代議fiは役員を凍ねることはできない．  

とは，．れ議貢会を糸‖．織し公1ミの諮問  

に応ずる  

5 代．義貞は，会賞を代表し，総会を通じて  

会務の運営に参加する．  

（民法上の神目）  

第21条 役とiおよび代議貢をもって，民法卜の朴  

iもとする．  

（役iiの任期・欠員補充および解任）  

範22条 現行の節20条に同じ  

（役呈1の任期・欠員補充および解任）  

第2（）条 この法人の役目の什期は2年とし，毎年  

その約半数を改選する．叶Iliは重任でき  
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新  定  款  現  定  款  

ないものとする．  

2 役fiに欠呈iが生じた場合，本定款の■f一続  

きにより補充することができる．ただ  

し，後任名・の作期は前任苫の残任期問と  

する．  

3 子貸主iは，その作期満「後でも後作苫が拙  

作するまでは，なおその職務を寺J‘なう．  

4 役目は，この法人の役目としてふさわし  

くない行㍑のあった場合，または，特別  

の■糾㌔fのある場介には，その任期Lいであ  

っても総会および理串会の議決により，  

これを解付することができる．  

第21条 拠の任期は，2隼とし，重任を妨げ  

ない．  

第22条 役ととは，有給とすることができる．  

（職貢）  

第23条 会長が必要と認めるときは，理■1i会の承  

認を経て会務に従事する有給の職員をお  

くことができる．  

第5貴 会  議  

（埋や会）  

第24条 理事会は，年2回会長が招集する．ただ  

し，会長が必要と．認めたとき，または理  

事現在数の2分の1以上から，会議のIl  

的たる事項をホして理■fi会の招集を請求  

された場合には，臨時理ホ会を招集しな  

ければならない．  

2 理二事Ii会の議長は，会長とする．  

第25条 稚∵■首会は，椎■匪現在数の3分の2以卜●■11  

僻しなければ議事を開き議決することが  

できない．ただし，）1う該議事につき雷雨  

をもって，あらかじめ一息思を衣ホしたも  

のは＝席署とみなす．  

2 埋事会の議事は，この定款に別段の定め  

がある場合を除くほか，出席諸‾の過、「放  

で決し，叶わ同数の時は議長の決すると  

ころによる．  

（総会の招集）  

第26条 通常総会は，毎年1【ul会計年度終J′後2  

ヱ旦以内に会長が招集する  

2 臨時総会は，些二重または監■注力ゞ必安と認  

めたときはいつでも招集することができ  

る．  

第27条 会長は，会員現在数の5分の1以上から  

第23条 代議Hの任期は，2隼とし，重任を妨げ  

ない．  

第24条 規行の第22条に11りじ．  

（職とi）  

第25条 規行の第23条にl■りじ．  

第5章  会  議  

（会議の種類）  

第26条 この法人の会議は，総会および理・区会と  

し，総会は通常総会および臨時給会とす   

る．  

2 総会は役員および代議iiをもって構成す  

る．  

（理車会）  

第27条 規行の第24条にllijじ  

第28条 規行の第25条にIlijじ  

2 理事会の議■liは，この定款に別段の定め  
がある場合を除くほか，＝席理一巨の過、「  

放で決し，可否l■り数の咋は議長の決する  

ところによる．  

（総会の招集）  

弟29来 泊常総会は，毎年1回会計隼度終J′後3  

エ旦以州こ会長が招集する  

2 朴■区会または監■liが必変と認めた畔は，  

会1ミはいつでもl馴、闘志会を招集すること   

ができる．  

3 仝1主は総会構成Hの5分の1以上から会  

誠に付すべき■拉頃を′Jこして要求があった  

ときには，その請求があった11から2（）  

lけ11句に臨時総会を招集しなければなら  

ない．  

（総会の議長）  

第30条 規行の第28条にIlijじ  

会議に付議すべき事項をホして総会の招  

集を訴求された場介には，その請求のあ  

ったIlから20【1以l勺に臨時総会を招集  

しなければならない．  

（総会の議長）  

第28条 通常総会の議長は，会ムとし，臨時総会  

の議長は，会議の都度出席者の力：選で定  

める．  
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新  定  款  規  定  款  

第29条 総会の招集は少なくともその10Iけ1前  

にその会議に付すべき－拝項，‖叶および  

場所を．ミ己戟した二i加lほたは会誌の公；liに  

よって通知する．  

（総会の審議事項）  

節30条 次の■拉噴は，総会に提骨．してそのノ軋認を  

′受けなければならない．  

1）せ業計画および収支ナ算  

2）■軽業報てIiおよび収支決算  

3）財虎‖録および貸情対照衣  

4）その他こ叩■軒会において必変と認めた■匝噴  

第31条 規行の節29条にl■りじ  

（総会の審議■拉噴）  

節32末 次のニー匝頃は，総会に提目してその／軋認を  

′受けなければならない．   

1）事業i汁両および収支ナ算  

2）■洋一業報告および収支決算  

3）財産廿払 貸借対照表および正味肘凍灘  

担遺草圭  

4）その他理事会において必安と認めた■拝項  

5）役目および代議呈iの5分のl以卜から糸志  

会開催I12（＝1日前にあらかじめ．演題と  

して紀州された■拉噴  

（総会の定足数）  

第33条 総会は，総会構成上と現在数の合計の過、ド  

（総会の定足数）  

第31条 総会は，会圭i現在数の過半数以仁H席し  

些が州席しなければ，その議東を聞き，  

．儀決をすることはできない．ただし，、11  

．核議■附こつきあらかじめ二晋L巾をもって点  

思を衣ホした者および他の会ぃを代理人  

なければ，その議事を開き議決をするこ  

とはできない．ただし，、」1該議■拝につき  

許面をもって，あらかじめ恵一U、を衣ホし  

たものは，出席署とみなす．  

第32条 総会の議事は，この定款に別段の定めが  

ある場合のほか，H席者の過、ト数で決  

し，叶州lり数の畔は議良の決するところ  

による．  

範33条 総会の議事の安蝕および議決したニー巨項  

は，会去iに通知する．  

（．沖議貴会）  

第34条 評議員会は，随時会長が招集する．  

として長決を委付した苫は川怖者■とみな  

す．  

第34条 規行の節32条に同じ   

第35条 規行の範33条に1■りじ  

現行の第34条から節37条はl■川除  

2．．沖議主1会の議ムは会長とする．  

第35条 会長は次の事墳について，評議員会に諮  

するものとする．  

1）重要な資産上の変更  

2）総会に掟目する議案  

3）その他軋要な事項  

出席苫が  評議呈i現在数の3  第36条 評議去も会は   

の2以卜に達しなければ，議やを開き，  

議決することができない．ただし，、㌦該  

議ヰりこつき書面をもってあらかじめ意思、  

を衣ホしたものはH席者とみなす．  

評議H会の議■1iは，この定款に定める場  

合のほかJlⅦ裾評議貢の過半数で決し  

わIiり数の帖は議長の決するところによ  

＿′こ．   

節38条 総会，理事会および．沖議出会の議一軒録  
（議事録の作成）  

弟36条 総会および理事会の議■拝録は，議長が作  

成し，議長および当該会議において選任  は，議長が作成し，議長およびH席者代  

表2名以仁が署名捺印の仁，これを保〟  

する．  

第6読 資産および会計  

（資産）  

第39条 この法人の資産は，次の過りとする．  

三並をJI輔者の代表2名以仁が署名捺印  

の卜これを保存する．  

第6壁 資産および会計  
（資産）  

第37条 規行の第39条に同じ  
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款  款  

1）設l■／二、11初の財祓＝鎚．甘戦の財産  

2）入会令および会費  

3）車業に伴う収入  

4）資JJi′三かJノ仁ずる朱墨  

5）一計付金≠．  

6）その他収人  

（基本仙；1′三）  

弟4（）条 この法人の賛正を分けて基本財祓および  

運用照雄の2柿とする．  

2 基本冊バ’吊1別弧榔封I鎚のうち，基本  

財藻の．邪に．甘絨する資雇および将来≠本  

財正に編人される資産で構成される．  

3 運用＝け藻は，基本財正目外の資Iヱi′三とす  

る．  

4 一々†、J▲令ん－，であって一別、トポ▲の指定のあるも  

グ）は，その指⊥に従う．  

弟41条 この法人の資産は，会kが管理し，基本  

財魔のうち現令は即・ト会の議決によ一Jて  

確笑なイ川Ii．滞券を購人するか，または⊥  

期頂令とするか，もしくは碓夫なぃ記胡  

行にイ．∴；〔するかして会長が保管する 

弟42条 基本財克は，処分し，または机陳に伏し  

てはならない．ただし，この法人の車業  

遂行上やむをえないl判Ilがあるときは，  

‡机t仝，．狛演目会および総会の議決を維  

4）資藻から隼ずる収人  

（基本財藻）  

弟38条 規行の第4（）条に同じ  

弟39条 規行の範41条に1■りじ  

弟4∩条 基本財産は，譲渡し，交換し，打保に供  

又は運川財ノブi′‡に繰人れてはならな  ：二．   
じLただし，この法人の■拝業遂行上やむ  

をえない理‥1があるときは，即■軒会およ  

び総会においておのおのそのの3分の2  て，かつ文部人いのノ軋認を受け，その一  

舶こl根り処分し，または抑了勘二供するこ  

とができる．   

弟43朱 こグ）法八の■巨業遂狛こ要する畑IJは，4  

会令，会費，車業に伴う収入および資正  

以上の．線決を経て，かつ文飾杵、；J：人いの  

ノ軋認を受け，その一部にl氾り処分し，ま  

たは抑保に伏することができる．  
弟41条 このは人の車業遂行に要する経堂は運用  

財藻をもって支弁する．  
かごノ巨ずる朱美での運川財祀を持って支  

介する．  

（■け業．汁1tt巧・jl算）  

弟44条 この法人の■机闘＝呵およびこれに什う収  

支j′・ち7二は，会長が編成し，理車会および  

総会の議決を経て，毎会計牛度開始前  

に，文一・■テIj人＝に届けなければならない．  

車業計1■叶および収支Jl算を変更した場合  

いlり伐とする．  
（決舘報≠）  

弟45条 この法八の収支決算は，会ょが作成し，  

財正Il鎚，貸借対照豪烏よび車業机71√－暮：二  

ならびに会＝の移動状況．Ⅰ；二とともに監■Ji  

の息兄をっけ，理車会および総会の議決  

を経て，毎会計イ＝斐終J′後3ナノl以内に  

文部人いに報ハしなければならない．  

2 この法人の収支イ牒二に剰余令があるとき  

は理車会および総会の／軋認を受け，その  

・J■那または仝部を基本！け藻に編人し，ま  

たは翌隼度に緑越すものとする．  

弟46条＋収支r算で⊥めるものを除くほか新たに  

（■ji業方＝叫・「算）  

弟42条 この子去八の－け業計1叫およびこれに什う収  

支ナ算は，会kが編成し，理■軒会および  

総会の議決を経て，毎会．汁隼度開始前  

に，文飾軒、jご‥人出こ届けなけれはならな  

． 汁1呵および収  い 車業   支「算を変更した  

場合も同様とする．  
（決算鞘ハ）  

弟43条 この法人の収支決算は，会吏が作成し 

財藻lは長，貸借対照衣，■li業紬71雄藩よ  

びl卜昧1軌有朋減．汁算．1；二ならびに会ぃの異  

動状況．Ⅰ；二とともに監一卜の意兄をつけ，理  

■軒会および総会のノ軋認をうけて，毎水菜  

勺二度終J′後3ヶ‖以l勺に文部相、㌢‥人いに   

報7－iしなければならない．  

2 このは八の収支ナぷに収支差裾があると  
きは理車会の議決および総会のノ軋認を′受  

け，その－一部または仝部を基本榔射こ編  
入し，または翌年度に繰越すものとす  
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定  款  定  款  

義椅の負机をし，または樅利の放棄をし  

ようとするときは，理車会心よび総会の  

一議決を経て，かつ文部人＝のノ軋認を受け  

なければならない．†持人命（その会計年  

度l勺の収人をもって償還する－、・峠情人令  

を除く）についてもいj様とする．  

る．  

（長期情人令）  

弟44条 このは八が情人しようとするときは，そ  

の■li業牛度の収人をもって償還する如期  

仙人☆を除き，理■軒会および総会におい  

ておのおのその3分の2Ll上の．滅決を  

綿，かつ又部什、iご：人いの水．認をノ受けなけ  

jLばならない．  

（新たな義務のf相澤）  

弟45末 弟4（）条ただし－1i二きおよび第44条の加程  

に該、11する場合ならびに収支イ牒二で定め  

るものを除くほか，このは八が新たなぷ  

務の災机をし，または榔利の放寒空i与  

重要なものを行おうとするときは，理●li  

会および総会の一流決を経て，かつ文部相  
′’；∫‥人Iiiのノ軋認を受けなければならない．  

（会計隼度）  

弟46条 規寺J■・の弟47条に同じ  

（会計隼度）  

範47条 この法人の会計年度は，毎隼3jJlIlに  

始まり，翌隼1‖木11に終わる．  
弟7・‡た 定款の変更ならびに解散  

（定款の変更）  

第48条 この定′欽は理車会心よび総会においてお  

のおの4分の3以卜の．液決を経て，文部  

人いの．認■けを′受けなければ変更すること  

はできない．  

（解散）  

弟49条 この法人の解散は理や会烏よび総会にお  

いておのおの4分の封以仁の，溝i失を経  

て，文部人l；（の許‖J▲を一夏けなければなノ〕  

ない．  

（残余財虎の処分）  

第50条 この法人の解散に什う城余財戒烏，州－ii  

会および牒怒会においておのおの4分の3  

以上のう議決を経て文部人いの．甘可を受け  

てこのf去八の＝的に類似の＝rtlJをイ√する  

公益法人に■馴、Jするものとする．  

節8－一声 帥   1川  

（告知および帳簿の備付）  

第51条 この子去八は，■持称叶に艮さ去51条に規程  

するもののほか次の昔類および帳簿を備  

えるものとする．  
1．㍍欽  

2．役目およびその他の職iiの名簿および履  
歴．1ミニ  

3．処務Il誌  

4．定欽に規科する機例の議■jiに関する．1「梨i  

5．収人文川に関する帳簿および証憑＝吉類  

6．資産自帳およびn情台帳  

7∴宮公署往復苦難  

8．その他必要な．‡‡懲i  

弟7章 定款の変更ならびに解散  

（定款の変更）  

第47条 この定欽は理車会および総会においてお  

のおのその4分のこう1二1卜の．藩決を経，か  

つ文部相、iごご人＝の．認‖J‾を受けなけれは焚  

吏することはできない．  

（解散）  

第4日条 この法人の解散は珂1■打合および総会にお  

いておのおのその4分のニi以卜の．詭決を  

経て，文部相、jご‥人いの．許可を受けなけれ  

ばならない．  

（残余相成の処分）  

第49条 この法人の解散に伴う残余財藻は，理・ii  

会および総会においておのおのその4分  
の：う以卜の．硫決を経て文部相、アニ人いの．汁  

＝J‘を′受けてこの法八の‖「1くJに類似の＝的  

をイJ▲する公益法八に一寄付するものとす  

る．  

弟8章  補   1iり  

（二．㌍類および帖持の備付）  

弟5（）条 規寺J－・の弟51条にIlりじ  

2（）（）1牛H＝lり・   
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